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開始時間には，全員がオンライン上に集ま
り速やかに開始することができた。出席はチ
ャット上で学籍番号と名前を記入することで
確認した。録画を行い参加者が後日視聴する
ことができるようにした。 
 
 
図２ 当日の様子１ 
 
 
図３ 当日の様子２ 
 
５．おわりに 
 遠隔で安全衛生教育を行ったが最後に確認
試験を課していたために集中して視聴してい
た。その根拠は確認試験の正答率の高さ
（98.5％）に表れていた。PCでネット接続し
ている前提での参加であるため薬品のSDS検
索やYouTube視聴を各自が行い受動的な講義
だけでなく能動的にSDS検索を行うことによ
って受講者が日頃使用している薬品の有害性
や適用されている法律を認識させることがで
きた。 
例年就職活動時期と重なり欠席者が存在し
数回開催していたが本年度は1回の開催で終
了することができた。来年度は，インターン
シップや就職活動で参加できないTAに対し
てMicrosoft Streamを利用してオンデマンドで
の安全衛生教育を行うことも検討したい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
